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令和 5 年度運営訓練実施報告書 

 
 
避難所名： 西浦和小学校 

実 施 日： 令和 5 年 11 月 18 日（土） 

時    間： 9 時 00 分より１５時 00 分 
 
 
１ 【訓練概要】 

1.1  訓練参加者 
  参加人数 １６９ 名 

（参加者内訳） 

№ 名称（自治会名、防災アドバイザー、担当職員、施設管理者、外国人、18
歳未満の子供、障害者等の支援者、民生委員、その他 

参加人数 

１ 曲本１ 自治会  20 名 
２ 曲本２ 自治会   12 名 
３ 曲本３ 自治会    9 名 
４ 四谷１ 自治会   14 名 
５ 四谷２ 自治会   10 名 
６ 四谷３ 自治会    4 名 
７ 内谷２ 自治会    6 名 
８ 内谷３ 自治会   10 名 
９ 田島団地自治会   9 名 

１０ 田島第 4 自治会   5 名 
１１ さいたま市避難所担当職員   5 名 
１２ さいたま市立西浦和小学校施設管理者（校長・教頭） 2 名 
１３ 民生委員 1 名 
１４ その他（一般参加者・小学生 8 名含む） 36 名 
１５ さいたま市消防局南消防署職員 8 名 
１６ さいたま市消防局桜消防署西浦和出張所職員 4 名 
１７ さいたま市消防局西浦和消防団々員 5 名 
１８ さいたま市南区保健センター 2 名 
１９ さいたま市地域包括支援センター（けやき） 2 名 
２０ さいたま市南区防災アドバイザー 5 名 
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時間 訓練内容 運営委員の担当・役割・活動 
９：００  地震発生 自身・家族の安全を図る 
 
９：１５頃 

 避難開始 途中被害状況の確認・初期消火 
正門からの避難者は初期消火訓練（消防署団指導） 
    食料班・支援２・支援３・・合同実施 
１担当職員は所定の活動を開始《施設安全確認》 

 
 
初 
 
期 
 
対 
 
応 

９：３０頃  
集まった人員で開始す

る 
 
（一般参加者にも参加

を呼び掛ける） 

 開設訓練開始 
避難者の受け入れ準備 
避難者が優先して必要とするところ 
 

《施設安全確認》後【集まった全員】 
・避難者の受け入れ準備（ブルーシート区割等） 
各班 テーブル・椅子を配置する・ブース名を掲示 

・避難者の受付準備・受付開始【総務】〈情報班・支援３〉 
・災害用及び・マンホールトイレ【環境】〈支援 1 班協力〉 
・応急手当【救護】〈防犯班協力〉 

１０：００ 第一回避難所運営会議 １各担当の紹介 
運営各班長・施設（西小）・担当職員・防災アドバイザー 
他参加施設代表・けやき 

２現在の状況報告等の確認 
班 
個 
別 
に 
訓 
練 
開 
始 
 

１０：００ 
 
各班 班長の指示によ

り基本訓練開始 
（各班作成の個別マニ

ュアル） 
 
 
 

各班は活動開始 
（別記 基本訓練内容に従い） 

自班の実施要領・手順の確認から  
 
 
 
手空き人員は応急手当参加や申し合

わせ事項確認・初期消火訓練などに参

加する 

１救命訓練開始・心肺蘇生 AED 消防職員・消防団 指導  
【救護班】〈支援 2 班協力〉 
２情報班活動開始 情報の収集・開示   【情報班】 
３相談窓口の開設・ペットの受け入れ   【支援３班】 
４食料班活動開始            【食料班】 
５防犯班活動開始            【支援１班】 
６防災物品の管理・救援物資受入れ配布  【物資班】 
７緊急車両等の通路確保・校内進入車両の誘導及び安全確保 
【支援 1 班】想定図面の作成・人員の配置計画 



１１：４５頃まで 
１２：００  

 
災害関連 DVD 上上映は３０分程度 

１食料の配布           【食料班】 
２ゴミ類の区分・ごみ箱設置    【環境班】 
３飲料等の配布          【物資班】 
（スクリーン・プロジェクターを）【事務局・施設】 

 
 
 
 

１２：３０ 第二回避難所運営会議 参加者等の人数・状況・閉会式の流れ 
１２：４５頃から 
 
１３：１５頃から 

各班施設確認（３０分程度予定） 
 

各班協議事項に合せ実際の校内見学 
 
各班反省会・アンケート記入 

１４：００ 避難所閉鎖訓練 
 
 
 

１ 閉会式 
各班長の紹介・施設（校長・教頭）担当職員 
西浦和消防団・消防職員・運営委員（事務局）アドバイザー 
２ 今後の活動について 

１４：３０ 閉鎖準備（かたずけ） 
・・・解 散・・・ 

清掃作業（トイレ等の使用した箇所）・ごみ回収・窓閉め 
【参加者全員】 

１５：００ 避難所閉鎖  
注 支援１・・・四谷１丁目自治会・支援 2・・・田島団地自治会・支援３・・・田島第 4 自治会 
※  実際の訓練運営には十分安全に配慮して実施してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
令和 5 年度 西浦和小学校避難所運営訓練 基本訓練内容（本年の訓練目標・・自班の役割を認識し他班との協力も推し進める） 
 
四谷一丁目（支援１班）・・・避難車両の配置・緊急車両等の誘導・車中泊・テント泊の支援 
             車両の配置図・緊急車両等の誘導手順・車中泊テント泊の場所の選定 
四谷二丁目（救護班）・・・・応急救護の資機材の選定と確保・応急手当の習得 
四谷三丁目（情報班）・・・・情報の収集方法と開示の選定及び方法・時系列の記録収集 
 
曲本一丁目（食料班）・・・・食料の作成と配布の方法・アレルギー等の情報収集 
曲本二丁目（総務班）・・・・避難者の情報収集と集計・自宅避難者の集計・外国人の対応 
曲本三丁目（環境班）・・・・災害用トイレの取り扱い方法・マンホールトイレの組み立て 
              避難所全体の清掃当番やゴミ当番の組織作り 
 
内谷二丁目（防犯班）・・・・パトロールの実施方法の作成・巡回順路や時間の割振り・犯罪等の対応方法 
内谷三丁目（物資班）・・・・物資の受領と配布方法・必要物資の請求と受領 
 
田島団地（支援 2 班）・・・・要支援者と高齢者の支援・場所（避難場所・自宅避難） 
田島第四（支援 3 班）・・・・相談窓口の開設（要望や意見の受付・様式の作成） 

ペットの受け入れと飼育管理の組織作り・ルールの策定 
 
さいたま市消防局南消防署          ・ 応急手当 
        桜消防署          ・ 救命講習 
        西浦和消防団        ・ 初期消火訓練 
 
地域包括支援センターけやき 
 
 



 
 
２ 【訓練結果】 
 2.1 訓練で良かった点（うまくいった点）とその理由 
１ 過去のアンケートを参考に組織を編成替えした・・災害時には知り合い同士がこころ強く活動で

きる為 1 自治会（自主防災会）1 担当とした（10 班に振り分けた事により訓練が円滑に進んだ） 
２ 運営マニュアルを見直し、一例として総務班などは活動項目が多いのでペット担当などを別班に

振り分けて活動項目の均等化を図った、また近年ハラスメントなどの問題化している処でパトロ

ール班と女性などの相談専用窓口班を設けた 
３ 活動（役割）の基本を身に付ける為に、さいたま市運営マニュアルを基に班（自主防災会）ごとに

独自のマニュアルを作成して訓練に臨んだ 
 （独自のマニュアルを作成する事により各自の役割を明確化した為、活動に迷いが無くなった） 
４ 実際に発災したものとしてタイムテーブルの時間はおおよその目安とした 
 （実際に大規模災害が発生したならば被害等条件が個々に違うため、避難所に参集した人員が少数

であっても重要度の高いものから初期対応として活動を開始する共通の認識を持つ事が出来た） 
 
 
 

  
2.2 訓練で悪かった点（うまくいかなかった点）とその理由 
１ 実際にペットが居ないペット対応訓練 
２ パトロールする場所が無いパトロール班（体育館での訓練） 
３ 車両誘導・車中泊・テント泊などの対応 
 （実際に訓練で活動し難い処が有り、イメージと図上の訓練に留まった、全体に体育館と校舎一部で

は無理がある） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
３ 【課題等】 
 3.1 地域の課題 
 
１ 地域の世帯数や人口は増えているが参加者の高齢化や参加人数が縮小している。 
２ 災害に対する住民の危機意識が乏しい。 
３ 一般の住民に避難所に避難する意識もあまり感じられない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 3.2 今後に向けて（改善点等） 
１ 実施した訓練の検討会を開き次年度の訓練に反映する事を重視する（重要） 
２ 今後開設訓練と運営訓練をどのように実施して行くのか改めて考える。 
３ 自治会の役員を中心に訓練を実施しているが、一般の方も訓練に参加し体験して貰きたい。 

（次年度、より多くの参加者を募り、ペットを飼っている方などの参加も呼び掛けたい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


















